
平成２５年 第４回定例会一般質問通告一覧表  

－ 1 － 

質
問
順 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答弁者 

日本一の田舎づくりについ

て 

・ まちづくりのパートナーとして地域と行政の

パイプ役として配置された公民館職員につい

て命令権の考え方は 

・ 第４次総合計画重点施策実施事業の中の日本

一の田舎づくりプロジェクト６項目の進捗状

況について 

町 長 

雇用の場の確保について ・ 企業誘致の取り組みについて 

町 長 

大吊橋果実運用について ・ 少子化対策に重点的な活用を行ってはどうか 
町 長 

１ 土井眞一郎 

平成２６年度当初予算にお

ける景気対策の取り組みに

ついて 

・ ハード、ソフト単独事業の取り組みについて 

町 長 

農業問題について ・ 椎茸種駒の補助金の考えは 
町 長 

民生児童委員について ・ 委員協議会補助金の考え方について 

・ 委員への情報提供のあり方について 
町 長 ２ 佐 藤 勝 憲 

豊後中村住宅集会所につい

て 

・ 集会所建設予定地の問題はどうなっているか 
町 長 

町内主要幹線国道の交通安

全対策について 

・ 国道３８７号と２１０号の接続工事の早期着

工について 

・ 国道３８７号バイパス工事に伴う整備につい

て 

① 富迫交差点の信号、横断歩道、標識、街灯

の未設置箇所の対策は 

② バイパスの民家側遮断壁の未設置について

（トンネル側）住民の声を聞いているか。

着工前の協議はどうなっているか。今後の

対策は 

町 長 

３ 藤 原 三 治 

除雪対策について ・ 町内幹線道路の除雪対策は、民間の力を活用で

きないか 

・ 中学校スクールバス路線の凍結防止、除雪対策

について 

町 長 
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質
問
順 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答弁者 

  観光振興について ・ 景観事業の仕上げとしてフォトスポット及び

駐車場の設定をして、ホームページ、案内看板、

観光地図と連動したＰＲ活動は 
町 長 

新設高校に向けての取組 ・ ２７年開校に向けて町内中学生が地元校に行

くような推進策は 

・ 魅力ある高校にするために施設整備等に不備

はないか 

町 長 

教 育長 

４ 小 川 克 巳 

南山田公民館の建て替えは ・ 老朽化し危険な状態であるが建て替え時期は 
町 長 

教 育長 

日本一の田舎づくり「定住１

万人プロジェクト」について 

・ 第４次総合計画以前より取り組んでいる人口

減少対策事業の状況と今後について 

・ 今年度の重点プロジェクトである定住１万人

プロジェクト事業「ここのえ“夢”の休日」「九

重しあわせ推進協議会の設立」、日本一の田舎

づくりプロジェクト事業「百年の杜プロジェク

ト」「行政講座」の進捗状況と今後について 

町 長 

５ 池 部 俊 慈 

産業振興について ・ 地場産業活性化による町の活性化について 

町 長 

旧中学校跡地の利活用のた

めの整備について 

・ ６月に設置された「庁内検討委員会」での現在

までの検討経過と検討結果は 

・ ５ヵ年間程度の事業計画は策定されたのか 

・ 利活用のための整備は各地区協議会が最も望

んでいる部分から早急に取り組むべきだと考

えるが、そのことについて 

町 長 

６ 井 上 里 子 

「ここのえ学園構想」につい

て 

・ ２９年度全面実施を目指して本年度から研究、

推進を始めた「ここのえ学園構想」の目指すも

のと内容は 

教 育長 
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質
問
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答弁者 

定住促進について ・ 九重町の空き家バンクの現状は 

・ 竹田市の「農村回帰宣言市」は高齢化に歯止め

をかけている。九重町との違いは 

・ 空き家改修事業を家主にも 

・ 九重町の住みやすさをもっと情報発信を 

町 長 

７ 佐 藤 博 美 

農業振興について ・ 鳥獣害対策について 

・ 椎茸栽培農家の支援について 

・ 畜産振興について 

町 長 

町営住宅の建築計画につい

て 

・ 町営住宅の建築は計画通りに進められている

か、今後の計画と住宅対策の進め方は 町 長 

８ 有 吉 富 生 
農業振興について ・ 減反政策の現状と成果及び今後の取り組みは 

・ 農業施設（水路・農道・補助事業のハウス等）

の維持管理に伴う課題と対策は 

・ 畜産農家の現状と課題及び町の対策は 

町 長 

バイナリー発電事業につい

て 

・ 関係行政区や事業者との理解同意は十分か 

町 長 

９ 江 藤 一 幸 

定住１万人について ・ 今の政策、プロジェクトで実現は可能か現状と

将来予測は 

・ 定住１万の基本は基幹産業での所得確保、農

業、観光で成果の上がる振興をどう考えている

か今後の一手は 

 

町 長 

 
以上 ９ 人 


